
２０Kami１９２１ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

女

男

女

女

女

女

男

男

男

女

女

女

男

男

女

女

男

女

男

男

女

女

女

女

５．３

５．３

５．７

５．７

５．８

５．８

５．９

５．９

５．１２

５．１３

５．１６

５．１９

５．１９

５．２３

５．２４

５．２５

５．２５

５．２５

５．２６

５．２７

５．２８

５．２８

５．２８

５．３１

９５

７４

８７

８１

９５

７９

８８

８５

１００

９０

８８

９５

７８

７１

８８

１０２

９０

８１

８７

８２

９１

７４

７４

９４

山

山

山

山

山

香

山

山

香

山

山

香

山

香

物

香

香

香

山

物

山

山

山

香

神通寺

中野

平山

山田島

久次

谷相

佐古藪

南組

太郎丸

旭町５

神母ノ木

猪野々

船谷

本田

沼井

上町

有瀬

韮生野

秦山町１

堂ノ岡

大後入

北組西

宝町４

朴ノ木

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

５．６

５．６

５．９

５．１３

５．２５

早織

有加

美沙貴

恵子

知恵

大輔

龍太

匠

憲仁

知喜

男

男

女

女

男

宮前町

百石町１

東本町３

新田

宝町５

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

山

香

山

   ちひろ

 りっせい

    るあ

りおと

令和４年６月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，５６８人 男 １２，１４８人 女 １３，４２０人

前月比 

山田 香北 物部１９，８３７人

世帯数 １３，１９６世帯 出生

死亡

４，１７４人

５人

１２人 －６人 －１人

－１人 ６人

５ 月
届 出

１３人

４４人

１，５５７人

転入

転出

７１世帯

２９世帯前月比 ２６世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川☎３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉3ｍ、24㎝上で小幅高。杉4ｍ横這い。元、2番

玉の30㎝上引合い強い。桧は全体的に横這いだが

24㎝上、元類は引合い弱く弱気配。

桧は横ばいで依然4ｍ有利。杉は3ｍ・4ｍ直造材

主体だが15㎝～28㎝までは3ｍ有利。杉桧共に黒

芯材・低質材・大径材は4ｍ有利。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１５，０００

１７，０００

１８，０００

　８，０００

９，０００

２１，５００

１８，５００

１９，０００

　９，５００

２３，０００

１２，０００

２１，０００

２５，５００

２６，５００

２７，０００

９，０００

１４，５００

２５，５００

２４，０００

２５，０００

１２，０００

３８，０００

９，０００

９，０００

１０，０００

１６，０００

１７，０００

　８，０００

　８，０００

１４，８００

１７，０００

１７，０００

９，５００

２１，０００

１２，０００

１２，０００

２５，０００

２５，０００

２５，５００

９，０００

８，５００

２３，０００

２３，０００

２３，５００

９，９００

３６，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

６月８日第 407回市（物部） 

５月２７日第 168回市（香美） 
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ク
に
覆
わ
れ 

刈
谷
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
び
す
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

卒
業
の
記
念
樹
に
と
侘
助
を
寮
庭
に
植
え
し
寮
母
殿
と
と
も
に 

秋　
　
　

星

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

い
た
だ
き
し
ゆ
ず
玉
浮
か
べ
入
浴
剤
も
湯
気
に
包
ま
れ
心
も
温
し 

野
村　

典
子

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
日
帰
り
旅
行
待
ち
わ
び
し
願
い
叶
い
皆
童
心
に
帰
る 

寺
内　

啓
子

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

ハ
ウ
ス
か
ら
時
折
聞
こ
え
る
笑
い
声
異
国
の
人
に
幸
の
多
か
れ 

溝
渕　

龍
泉

　
　
　
　
　
　

                                                          

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選


